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　昨年 11 月と今年 2月に行われ
た、北見選抜代表選手の選考会
で、鈴木大誠君（佐中 1年）が、
代表選手15名の一人に選出され、
３月 24 日から 25 日に函館市で
開催される、『第 36 回北海道ジュ
ニアオールスターバスケットボー
ル大会』に北見選抜の代表選手と
して出場します。
　鈴木君は、代表選手に選ばれた
感想を「日々、シュート力を高め

　1月 22 日、佐呂間小学校の 3・4年生が、トップ
ファームグループ常務取締役の井上茂幸さんを講師
に招いて、「人は、生き物の労力を借り、命を頂き
ながら生活している」ということを学習しました。
　井上さんは、「人のために命を分け与えてくれて
いる牛さんや全ての生き物に感謝して、残さず大切
に食べてください。」と感謝していただくというこ
とを教えてくれました。
　また、この日の町内の小中学校の給食には、「地
元のおいしい牛肉を食べてもらいたい。」とトップ
ファームグループより無償提供していただいた「サ
ロマ牛」を使った牛丼が出され、地元の素晴らしい
食材に大喜びでした。

　本町の人権擁護委員として、平成２年から 27 年
の永きにわたり相談・救済業務に従事されてきた内
藤学峰さん。退任にあたり、その功績が称えられ法
務大臣より感謝状が授与されました。
　内藤氏は、人権擁護委員として町内外を問わず、
人権教室や様々な人権啓発活動をとおして、「人権
尊重」の大切さを伝える活動をしてきました。
　1月 29日に役場応接室で釧路地方法務局北見支局
鈴木光彦支局長より感謝状の伝達、北見人権擁護委
員協議会榊原勝三会長より記念品が贈呈されました。
　

ることを意識し練習してきまし
た。代表に選ばれとても嬉しいで
す」。また、大会への抱負を「得
意のディフェンスとアウトサイド
シュートを武器に優勝を目指しま
す！」と力強く語ってくれました。
　自分の持ち味はシュート力の高
さと語る鈴木君、大会でも得意の
シュートを決めてくれることで
しょう。　
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　1月 30 日に若佐保育所で『雪中運動会』、２月 8
日に浜佐呂間保育所で『冬のお楽しみ会』が行われ
ました。
　町内 2箇所の保育所で行われた冬の行事では、子
ども達がきらきらした笑顔で、大好きなお父さん、
お母さんと一緒に寒さに負けず、おもいっきりゲー
ムを楽しみました。

↑若佐保育所雪中運動会（❸❹❺❻）

　2月 18 日、「第 19 回かまくら雪まつり」が、町
民センター駐車場で開催されました。
　このイベントは、子どもから高齢者までの異世代
交流を目的に毎年行われています。
　前日の大雪で開催が心配されましたが、当日は天
候にも恵まれ、多くのボランティアの協力で作られ
た雪の滑り台が子どもたちに大人気 !! 何度も何度も
滑っては笑顔を輝かせていました。ほかにも「つけ
もの石のカーリング」「大カルタ大会」「ビンゴゲー
ム」「宝まき」が行われ会場は大賑わいでした。
　また、今年は、かまくら雪まつり初の「キッズダ
ンスショー」も行われ、子ども達が大人顔負けのかっ
こいいダンスを披露し、会場を盛り上げました。

　2月 11 日、佐呂間町理容美容組合による奉仕活
動として、特別養護老人ホーム「愛の園」に入園し
ている方々のヘアーカットを行いました。
　当組合理事の水田勝彦さんは、「先代の組合員の
時代から約 40 年にわたり、自分達で理容室や美容
室に行くことができない入園者の方々に、いつまで
もきれいな姿で生活していただくことを目的にこの
活動を行っています。そして、元気なときに自分達
の店を利用してくれたことへの感謝の気持ちを込め
て恩返しのつもりで入園者の方々の髪を切らしてい
ただいています。入園者の方々が喜んでくれる限り、
この先もずっとこの活動を続けていきたい。」と話
してくれました。

↑浜佐呂間保育所冬のお楽しみ会（❶❷）


